
T o t t o r i C i t y H o s p i t a l

鳥取市立病院

• 地域における医療福祉の向上につとめ、地域住民のいのちと健康を守ります。

• 地域の中核病院として、地域の医療機関と連携・協調を図ります。

• 二次医療を中心に担当します。

• 医療需要の増大と多様化に対応できる病院づくりを目指します。

• 超高齢社会における治す医療と支える医療の両立を目指します。

１．信頼される病院

２．心温まる病院

３．楽しく働ける病院

2024年8月号

No.287

本格的な夏が到来しましたが健康的に夏を過ごすためにも

熱中症だけでなく食中毒にも注意しましょう！

厚生労働省 「ヒスタミンによる食中毒について」 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000130677.html

消費者庁 「ヒスタミン食中毒」 https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/food_safety/food_safety_portal/other/contents_001

ヒスタミン食中毒は、ヒスタミンが高濃度に蓄積され

た食品を食べることにより、顔が赤くなったり、じんましん、

発熱などの症状が出るアレルギー様の食中毒です。

ヒスタミンは最初から食品に含まれているわけではあ

りません。主にサバ、カツオなどの赤身魚に含まれるア

ミノ酸の一種である「ヒスチジン」から、ヒスタミン産生

菌の酵素の働きにより生成されます。常温で放置するな

どの不適切な食品管理を行うことでヒスタミン産生菌

が増殖し、ヒスタミンが生成・蓄積されます。

そして、ヒスタミンは加熱しても分解されないため、

中まで火を通しても食中毒を防ぐことができません。

予防法は、買ってきた魚をすぐに冷蔵（凍）庫で冷やす

など、ヒスタミン産生菌を増やさないことです。

ヒスチジン

ヒスタミン
産生菌

ヒスタミン

ヒスチジンから
ヒスタミンが
生成・蓄積される

不適切な温度管理や
長期保存などでヒスタ
ミン産生菌が増殖

１．新鮮なものを選ぶ

 消費期限の確認

 持ち帰る際は、できれば保冷剤と一緒に

２．冷蔵・冷凍保存する

 冷蔵・冷凍が必要な食品は、持ち帰ったら

すぐに冷やす

３．調理は清潔な環境で

 こまめに手を洗う

 包丁やまな板は熱湯で殺菌してから使う

４．中まで火を通す

 加熱調理の目安は、中心部を75℃で1分以上

５．食事時も清潔な環境で

 食卓に付く前に手を洗う

 盛り付けは清潔な器具、食器を使う

６．食べ残しはすぐに冷やす

 食べ残しを長時間室温で放置しない

 時間が経ちすぎたら思い切って捨てる

ひとと地域 をケアで包む
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ウォーキングイベント

を行いました！

当院の循環器内科で心臓リハビリテーションを実施

中もしくは実施経験のある患者さんとご家族を対象に、

「ハートウォーク」と称してウォーキングイベントを行い

ました。ちょうど梅雨に入った時期で、前日まで雨続き

でしたが、当日は穏やかな天候となりました。

今回のイベントは循環器内科の田渕医師

発案によるもので、心臓リハビリテーションを

行っている患者さんやそのご家族の余暇の充

実や生きがいの発見、リフレッシュ、コミュニ

ケーションを目的に開催しました。

ウォーキングイベントでは、患者さん・ご家族と一緒に、心臓サポート

チーム（医師・看護師・理学療法士等）のスタッフも一緒に歩きました。

参加者同士でご家族のお話や地域のお話を楽しみながら、のんびりと

した時間を過ごし、心身ともにリフレッシュすることができたようで、参加者

から「また秋頃にやりたいね」との感想もいただきました。

HEART WALK

令和6年6月29日（土）
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令和6年度 中学生職場体験学習

令和6年6月25日～27日までの3日間、鳥取市立江山

学園の生徒2名が、職場体験学習を行いました。毎年この

時期になると、鳥取市のさまざまな店舗・事業所等で職場

体験をする中学生の姿を見かけます。当院も体験できる

職場の一つとして、中学生職場体験を受け入れています。

生徒は看護師の白衣に着替え、看護師や看護補助者

が行っている仕事の体験や、医療現場の見学を行いまし

た。その他にも、手術室で手術器具や手術室内の設備に

ついて説明を受けたり、リハビリテーション室で実際に行っ

ている言語聴覚療法や作業療法の体験なども行いました。

生徒からは「手術中の室内の様子を見学することがで

きて印象に残った」「看護師体験をしてみてすごく疲れた

けど、楽しい3日間だった」などの感想がありました。

今回の体験から将来医療職の道を選んでいただけたら

大変うれしく思います。

キャッチアップ対象の方はお早めに！

子宮頸がん予防(HPV)ワクチン接種

（上段左側）

看護業務体験で点滴準備中

（上段右側）

手術着を身につけてみよう！

（下段）

利き手じゃない手で箸を使ってみ

よう！（作業療法体験）

HPV感染症を防ぐワクチン（HPVワクチン）は、

小学校6年～高校1年相当の女子を対象に、定期接

種が行われていますが、積極的に接種することを勧

めていなかった時期に接種を逃した方を対象に、

「キャッチアップ接種」として、今年度末まで公費で

ワクチン接種を受けられます。

ワクチンは6か月かけて3回接種する必要があり

ます。キャッチアップ接種対象の方は、公費で受けら

れる令和7年3月末までに接種を終えるためにも、

1回目を9月末までに接種されることをお勧めします。

キャッチアップ接種対象者

キャッチアップ対象の方は、1回目を9月末までに接種しないと、

すべての接種を公費で受けられなくなります！

 1997年4月2日～2008年4月1日生まれの女性

 過去にHPVワクチンを合計3回接種していない

次の2つの条件を満たす方

※ 令和6年度に高校2年生相当になり、定期接種から外れた年代（2007年

度生まれ）もキャッチアップの対象となります。

詳しくは、鳥取市ホームページへ

子宮頸がん予防(HPV)ワクチン接種について

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1371171979182/index.html

